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Prostaglandin生 成阻害 剤LM-001の 尿路結石 に よる

疼痛 な らびに膀 胱 ・前立腺術後 の膀胱 切迫感 に対 す る臨床 効果
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CLINICAL EFFECT OF  LM-001, PROSTAGLANDIN 

SYNTHETIC INHIBITOR, ON PAIN FROM URINARY 

TRACT STONE AND VESICAL URGENCY AFTER 

OPERATION ON BLADDER OR PROSTATE
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   Clinical effect of LM-001, a prostaglandin synthetic inhibitor developed from a drug delivery 
system, was evaluated in 54 patients with pain from urinary tract stones (stone pain) and 32 with 
vesical urgency after an operation on bladder or prostate. LM-001, felbinac ethyl incorporated in 
lipid microsphere, wes intravenously administered at the onset of stone pain or vesical urgency. 
Of 54 with stones and 32 with urgency, 53 and 29 were eligible for response, respectivly. The 
symptoms improved or disappeared in some cases just after the administration and in the majority 
of patients within 15 minutes, in 49 of 53 patients with stone pain. Further, the effectiveness 
lasted over 24 hours in 26 of the 49 responding to this agent. On one hand, improvement or 
disappearance of vesical urgency was recognized in 25 of 29 patients, and the effectiveness was 
observed shortly after injection in 16 and lasted over 24 hours in 13 cases. Toxicities of this drug 
were investigated in 54 patients with stone pain and 32 with urinary urgency. Side effects consisted 
of pain at the injection site in 4, a slight fall of blood pressure in 1, slight visual disturbance in 
1, body heat sensation in 1, leukocytosis in 3 and elevation of alkaline phosphatase in I. These 
symptoms were transient and disappeared without use of any agent. 

LM-001 is concluded to be a useful drug for controlling stone pain and vesical urgency since 
an immediate effect, long durability and high response rates were obtained without severe side 
effects.

(Acta Urol. Jpn. 36: 635-642, 1990)

Key words: LM-001, Analgesic effect, Urinary stone pain, Vesical urgency

緒 言

尿路結石に よる疹痛(以 下尿路結石痛 と略す)は,

結石 による尿路閉塞のため腎孟内圧 が上昇 し,腎 被膜

の過伸展に よって生 じる と考え られ ている1).最 近,

この発生機序にprostaglandinE2(以 下PGと 省略

する)の 関与が示唆 され ている.PGは 尿路閉塞時に

腎 より遊離 され,尿 路平滑筋の収縮によ り尿路 内圧の

上昇をもた らす と考 えられ ている.同 様に膀胱切迫感

も,膀 胱利尿筋の異常収縮に よって生 じてい ると考 え

られ ることか ら,膀 胱切 迫感に おいて もや は りPG
し ハ コ

の関与が示唆 され る.以 上のことよ り,結 石痛な らび

に膀胱 切迫感はPG生 成阻害剤投与に より軽減す る

と推察 し得る.

LM.OO1はdrugdeliverysystemの 概念に基づ

き開発 された製剤で,Fig.1の 構造式で示す よ うに

非 ステロイ ド系鎮痛消炎剤 フェソブ フェンの活性本体

フェルビナ クを エチルエステル化 し,脂 肪乳剤に封入

させた静注用製剤であ り,PG合 成抑制に よる鎮痛作

用がある と報告 され ている.既 に癌性疹痛,術 後疹痛
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中野,ほ か:LM-001・ 尿 路結 石 痛
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などに対 してその効果が報告されてお り,癌 性疹痛に

おいてはpentazocineと 同等の鎮痛効果を有 してい

ることが 明らかに されてい る2).

今回われ われは,上 述のLM。OO!の 薬理学的特性

か ら,尿 路結石痛な らびに膀胱切迫感に対 し有用であ

ろうと考え,そ の鎮痛効果について検討 を加えたので

報告する.

対象患者ならびに方法

原則 として20歳 以上で,高 度の腎機能障害,肝 機能

障害,心 肺機 能障害,胃 ・十二指 腸潰瘍の合併症を有

しない症例で尿路結石に よる疹痛あるいは膀胱 ・前立

腺手術後の膀 胱切迫感を訴 える症例を対象 とした.薬

物ア レルギーのある症例,鎮 痛,鎮 静剤依存歴を有す

症例,あ るいは麻薬性鎮痛剤依存症例,ま た妊娠ある

いはその可能性のあ る症例 および授乳中の症例は本試

験か ら除外 した,こ の臨床試験は1988年9月 より1989

年7月 までの11ヵ 月間に行 い,年 齢18歳 か ら61歳 まで

の男性41例,女 性13例 の尿路結石痛症例合計54例,ま

た年齢18歳 か ら93歳 までの男性29例,女 性3例 の膀胱

切迫感症例合計32例 に本剤を投与 した.

フ ェル ピナクとして60mgを3mlの 脂肪乳剤に

封入 させた静脈 注射用製剤で あるLM-001を 疹痛 時

にで きるだけゆ っくりと1回 静注 した.な お本剤投与

後30分間は疹痛程度にかかわ らずほかの鎮痛剤 ・鎮痙

剤などの使用は行わ ない こととし,30分 以上経過後ほ
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かの鎮痛剤 ・鎮痙剤を使用 した場合は,追 加薬剤投与

時点 までを本剤の評価時間 として扱 った.

尿路結石痛 または膀胱切迫 感の程度に 「重度」,「中

等度」,「軽度」,「症状なし」の4段 階 に 分類 し,本

剤投与直前,投 与15分 後,30分 後,1時 間後,2時 間

ならびに24時 間後に観察 し,2時 間後か ら21時 間後の

間は可能であれば2回 観 察す ること とした.な お,

「重度」とは我慢できないほ どの痛みがある,「中等度」

は自覚症状は あるが 我 慢で き る,「 軽度」 は少 し自

覚症状があるが気にならない,「 な し」 は まった く自

覚症状がない とした.本 剤投与前の 自覚症状に比し,

1段 階以上改善 した時点で有効 と判定 し,そ れ までに

要 した時間を効果発現時間 とした.ま た効果持続時間

は他の鎮痛剤 または鎮痙剤を追加投与す るまでの時間

とした.そ して疹痛緩和程度,効 果発現時間ならびに

効果持続 時間か ら本剤に よる全般改善度を総合的に判

定し,「著明改善」,「中等度改善」,「軽度改善」,「不

変」,「悪化」の5段 階に分類 した.

尿路結石症例におけ る本剤投与時の結石存在部位な

らびに疹痛程度 をTableIに 示 した.結 石 の部位は

下部尿管が32例(59.3%)と 最 も多 く,部 位不 明の症

例 も9例(16.7%)存 在 した。疹痛程度は重度が47例

Table2, 膀胱切迫感を もた らした手術名,切 迫感発

現時間ならびにその程度

手 術 名 症 例 数

経尿道的前立腺切除術

恥骨後式前立腺切除術

経尿道的膀胱腫瘍切除術

尿管膀胱新吻合術

経尿道的尿管切石術

経尿道的膀胱頸切除術

腎尿管全摘除術

膀胱憩室切除 ・頸部撰状切除術

抗癌剤膀注 ・放射線照射後

16

6

3

2

1

1

1

1

1

TableI.LM-OO1投 与時に おける結石介在 部位 な

らびに疹痛程度

結石介在部位 症例数

腎孟尿管移行部

上部尿管

中部尿管

下部尿管

腎 ・尿管

不明

1

3

6

32

3

9

痔痛程度 症例数

重 度

中等度
軽 度

47

7

0

切迫感発現時間

1時 間以 内

1-

2-

3-

4-

5一

2時 間

3時 間

4時 間

5時 間

6時 間

6-12時 間

12-24時 間

24時 間以上

11

7

2

2

2

2

2

1

3

切迫感の程度

重 度

中等度

軽 度

23

9

0
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(87.0%),中 等度が7例(13.0%)で あ った.

Table2は 膀胱 切迫感の原因 と なった手術名,切

迫感発現時間 ならびに切迫感の程度を示 した ものであ

る.手 術 は経尿道的前立腺切除術が16例 と半数を占め

てお り,つ いで恥 骨後式前立 腺摘 除術が6例 で あ っ

た.膀 胱切迫感の発生時間は手術後1時 間以内が もっ

とも多 く,つ ぎに1～2時 間以内であ りこの両者で18

例 と半数以上を占めていた.本 剤投与前に他の鎮痛剤

がすでに使用されているのは9例 であ り,こ の うち2

例は本剤投与前1時 間以 内に使用 されていた.本 剤投

与時の症 状程度 は重度が23例,中 等度が9例 であっ

た.

本剤の安全性の確認のために,血 圧,脈 拍,呼 吸数

を症状観察時に測定し,臨 床検査は本剤投与前お よび

投与後1週 間 目に可能な限 り行 うこととした.こ れ ら

の項 目か ら本剤の安全性 を 「安全」,「ほぼ安全」,「安

全性に問題がある」,「安全 でない」の4段 階で判定 し

た.

さらに効果 と安全性を勘案 して本剤の有用性を 「き

わめて有用」,「有用」,「やや有用」,「どちらともいえ

ない」,「好ましくない」の5段 階に分類 し判定 した.

結 果

TabIe3, 尿路結石痛に対す るLM-OO1の 有効例数,

効果発現時間な らびに効果持続時間

有効例 49

効果発現時間

15分 以内

15-30分

30-60分

41

6

2

効果持続時間

1時 間以内

1-2時 間

2--6時 間

6一 ユ2時間

12-24時 間

24時 間以上

4

7

7

5

0

26

無効例 4

Table4.LM-001の 尿路 結石痛 に対す る全 般

改善度

改 善 度 症 例 数(%)

尿路結石痛症例54例 の うち2例,膀 胱切迫感32例 の

うち1例 は20歳 未満であったが,患 者 と患者に代 り得

る者 の同意が得 られたことで適格例 とした.尿 路結石

症例 の うち本剤投与前に他の鎮痛剤 または鎮痙剤が使

用 されていたのは18例 であ ったが,す べ ての本剤投与

2時 間以上前に投与 されていたため本剤の鎮痛効果に

は影響ないと判断 し適格例 とした.尿 路結石症例のな

かで心因性反応のきわめて強い1例 を本剤ゐ有効性の

判定から除外 し,有 効性の評価を53例 で,安 全性の評

価を54例 で行 った.膀 胱切迫感症例32例 の うち2例 は

本剤投与30分 前お よび50分 前に他 の鎮痛剤がすでに投

与されていたため有効性の判定 か ら除外 した.さ ら

に,抗 癌剤膀胱内注入 と放射線照射後の膀胱切迫 感に

対 して投与 された1例 は前立腺 ・膀胱の手術以外 であ

るとい う理 由で有効性の判定か ら除外 したため,本 剤

の膀胱切迫感に対す る右効性 の評価は29例 で,安 全性

の評価 は32例 で行った.

1臨 床効果

Table3に 尿路結石に対す る有効 症例数,効 果発

現時間 ならびに効果持続時間を示 した.尿 路結石痛症

例 の うち有効性評価症例53例 中本剤投与に より症状が

1段 階以上改善 したのは49例(92.5%)に み られた.

この有効49例 全例 とも1時 間以内に効果がみ られ,も

著明改善

中等度改善

軽度改醤

不変
悪化

24/53(45.3%)

19/53(35.8%)

5/53(9,4%)

5/53(9.4%》

0/53(一)

っとも早い症例 では本剤投与1分 後に効果が認められ

た.49例 中41例(83.7%)に 本剤投与後15分 以内に効

果が発現 している.有 効例49例 中本剤 の効果が24時 間

またはそれ以上持続 したのが26例(53.1%),6～12

時間 持続 は5例(10.2%),2～6時 間は7例(14.3

%),1～2時 間は7例(14.3%)で あ った.疹 痛緩

和程度,効 果発現時間ならびに効果持続時間か ら総合

的に判断 した全般改善度 では53例 中,著 明改善24例

(45.3%o),中 等度改善19例(35.8%),軽 度改善5例

(9.4%),不 変5例(9.4%)と,著 明改善 と中等度改

善 を合わせた 改 善 率 は81.1%に お よん だ(Table

4).不 変5例 の うち1例 は 本剤投与後 疹痛は緩和 し

た ものの効果持続時間が短いため全般改善度では不変

と評価 した ものであ る.他 の鎮痛剤 のLM-001に お

よぼす影響につ いて他の鎮痛剤を使用 した症例 と使用

していない症例に分け検討を加えてみた.有 効性評価

症例53例 中他の鎮痛剤を使用 していた のは18例 であ っ

た.こ の18例 を他鎮痛剤使用時間ご とに2時 間以内,

2～24時 間前,24時 間以上前に分類 してそれ ぞれの有

効率を求め ると,85.7%,75.O%,66.7%で あ り,鎮

痛剤非使用例35例 の右効率82.9%と 比較 しても有意の
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Table5.他 鎮痛剤の尿路結石痛に対す るLM-OO1の 鎮痛効果にお よぼす影響
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他 鎮 痛 剤 便 用 例

1-2時 間2-24時 間24時 間以上
他鎮痛剤非使用例

6/7有 効串

('85.7%)

6/82/329/35

(75,0%)(66.7%)(82.9%)

いずれ もFisherの 直接碓率法 およびU一 検定で有意差 な し

差は認めなかった(Table5).

Table6に 膀胱切迫感に対するLM-001の 効果 な

らびに効果発現時間を示 した.膀 胱切迫 感では有効性

評価症例29例 の うち25例(86.2%)ま で が症 状の

1段 階以上の改善がみ られた.有 効例25例 とも2時 間

以内に効果 が出現 し,2例 は投与5分 後に効果がみら

れ,16例 までが投与 後15分 以内に効果が認 められた.

効果持続時間についてはTable6に 示す よ うに,有

効例25例 中,効 果 が24時 間以上にわた り持続 した もの

が13例(52.0%),6～12時 間持続 したのは5例(20.0

%),2～6時 間は6例(24.0%),1～2時 間は1例

(4.0%)で あ り,1時 間以内で効果が 消失 した 症例

はなか った.全 般 改善度では29例 中,著 明改善は8例

(27.6%),中 等度改善は12例(41.4%),軽 度改善は

5例(17.2%o),不 変は4例(13.8%)で あ り,著 明

改善 と中等度改善 を合わせた改善率は69.O%で あ った

(Table7).な お,抗 癌剤膀胱 内注入に よる膀胱切迫

感1例 も本剤投与に よ り症状は改善 していた.

亙 安全性

安全性の評価は尿路結石症例54例 と膀胱切迫 感症例

32例の86例 で行 った.副 作用 の 頻度 をTable8に

示 した.脈 拍,呼 吸数の変化は全例認めなか ったが86

例中i例 に本剤投与15分 後に血圧 の軽度低下がみ られ

たが,何 ら処置を くわえることな く回復 した.ま た本

剤に起因すると思われる血管痛が4例 に,口 渇感 ・視

力軽度低下が 重例に,熱 感が1例 にみ られたが,い ず

れ も本剤投与直後に一過性にみ られた極 く軽微な徴候

であ り何 ら処置を加えることな く消失 していた.末 梢

血,血 液生化学上の変化 として,3例 に 白血球増加 と

1例 にAl-Pの 上昇がみ られた.こ れ らの変化は感染

症の合併な どのため と考 えられた.副 作 用か らみて

「本剤は安全である」 と評価されたのが86例 中80例 で

あ り,「ほぼ安全である」 とい うのは6例 であ り,「安

全性に問題がある」 または 「安全でない」 と評価 され

た症例 はなか った(Table9).

皿 本剤の有用性

Table6. 膀胱切迫感に対す るLM・001の 有効例数,

効果発現時間な らびに効果持続時間

有効例 25

効果発現時間

15分 以内

15-30分

30-60分

60-120分

16

7

1

1

効果持続時間

1時 間以 内

1-2時 間

2-6時 間

6・-12時 間

12-24時 間

24時 間 以 上

0

1

6

5

0

13

無効例 4

Table7.1・M-OO1の 膀 胱 切 迫 感 に対 す る 全般 改善 度

改 普 度 症 例 数(%)

著明改善

中等度改善
軽度改善

不変
悪化

8/29(27.6%)

12/29(41.4%)

5/29〔17.2%)

4/29(13.8%}

0/29(一)

本剤の効果 と安全性か らその有用性を総合的に判定

す ると,TablelOに 示すよ うに尿路結石痛53症 例に

おいては 「きわめて有用」が20例(37.7%),「 有用」

が20例(37.7%),「 やや有用」が7例(13.2%),「 ど

ちらともいえない」6例(11.3%),「 好 ましくない」

と判断された症例はなかった.ま た膀胱切迫 感29症 例

においては 「きわめて有用」 が7例(24.1%),「 有

用」が10例(34.5%),「 やや有用」 が6例(20.7%),

「どち らともいえない」は6例(20.7%)で あ り,尿

路結石症例同様 「好 ましくない」 と判 断され た症例は

なかった.
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Table8.LM-001に よ り 惹起 され た と 思わ れ る副

作 用 Table9。LM・OO1の 安 全 性

症 状 症 例 数 安 全 性 症 例 数

血管痛

血圧軽度低下

ロ渇 ・視力軽度低下

熱感

白血球増多

AL-P上 昇

4(4,7%)

1(1.2%)

1(1.2%)

1(1.2%)

3(3.5%)
1(1.2%)

安全
ほぼ安全

安全性に問題あり

安全でない

80/86(93,0%)

6/86(7.0%)

0/86(一)

O/86(一)

Table10.LM-OO1の 有用 性

有 用 性 尿路結石捕 膀胱切迫感

きわめ て有 用

有用

やや有用

どちらともいえない

好 ましくない

20/53(377%)

20/53(37.7%)

7/53(13.2%)

6/53(11.3%)

0/53(一)

7/29(24.1%)

10/29(34.5%)

6/29(20.7%)

6/29(20。7%)

0/29(一)

考 察

管腔臓器に閉塞機転が生 じると,管 腔内圧 の上昇さ

らに管腔平滑筋の収縮が み られ るが,そ の際PGが

強 く関与 している と考え られている.PGは 細動脈の

拡張や毛細血管透過性を充進 させ,さ らに痛みの神経

終末を痛み の刺激 に対 し鋭敏に させる働 きがあるとさ

れている3》.

胆道では,胆 石に よ り胆道内通過障害が生 じると,

胆道内圧が上昇す ると ともにPGが 放出 され 毛細血

管透過性 の充進に よ り胆管 内腔に 浮腫 状変化が み ら

れ,さ らに内腔圧を高めるとい った悪領環 のため激 し

い疹痛 が発生す ると言わ れて いる.し たが ってPG

の生合成を抑制す ることに よ りこの疹痛が消失すると

考え られている4).

尿路系において も尿路通過障害が生 じる と胆道系 と

同様 の機序で腎孟 内圧が上昇 し,腎 被膜の過伸展のた

め疹痛が出現す ると考えられている1,.そ して,尿 路

内圧上昇にPGが 関与 してい ることは実験 的に も証

明されている.Nishikawaら は ウサギの片側 尿路閉

塞を実験的 に作 り,腎 か ら腎 静脈へのPGを 測定 し

閉塞側腎か らのPG値 は対側腎のそ れに比 し有 意に

高値であ った ことを報告 している5》。 また,Allenら

は片側の尿路を不完全に閉塞 したイヌにPG生 合成

抑制剤である 五ndomethacinを 投 与 した ところ,尿

管 内圧の上昇がみ られ なか ったと述べている6).以 上

のことか ら,尿 路結石に よる疵痛はPGの 関与が考

え られ,臨 床的に もPG生 合成抑制剤であるindo一

methacinやd三clofenacが 尿路結石痛に対す る優れ

た鎮痛効果を有 していることも報告 され ている7-11).

LM-OO}はdrugdeliverysystemの 概念に基 づ

いて開発 された製剤で,活 性成分 フ ェル ビナ クをエチ

ルエステル体 としな もので製 剤学的特徴か ら効果発現

時間が比較的早い と考 えられ ている.ま た静注用脂肪

乳剤に封入させているため静脈 内投与後局所への良好

な移行性 も示唆 され て い る12・13).さらには,PG生

合成抑制作用がaspirinDL・lysineの22倍 に もな

ることが動物実験に より示 され てい るIS》.このよ うに

PG生 合成阻害作用の強いLM-001は 尿路結石痛に

対 して有用 であ ろうと考え られ る、

そこでわれわれはLM・001を 尿路結石痛症例に適

応 してみた.ま た,尿 路結石痛 と同様の機序 で出現 し

ていると思われ る膀胱 ・前立腺手術後の膀胱切迫感の

症例に も使用 した.尿 路結石痛症例における全般改善

度 は81.1%と 高い効果が得 られ た.こ れは折 笠らの報

告14,と比ぺると改善率ではやや劣る ものの十分 な鎮痛

効果が得 られた もの と思われる.と ころで,indome-

thacinの 尿路癌痛に対す る効果 として,Holmlund

らは78%の 改善率を7),Marsalaは71.6%の 改善率を

報告 している8)こ れ らのindomethacin・ の効果 と比

較 しても今回のわれわれ の成績は満足す る鎮痛効果が

得 られた と思われ る.膀 胱切迫感症例 においても69.0

%の 症例 で有 効で あ り,他 の薬 剤 と比 較 して もその

有効率は決 して劣るものではない.抗 癌剤膀胱内注入

・放射線照射後の症例は手術後 でない とい う理由で有

効性の判定か らは除外 したが,本 症例に も本薬剤に有
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効であ った.膀 胱切迫感については術後だけではな く,

抗癌剤膀胱 内注入や放射線照射後にみ られた ものに対

しても有用 である可能性が示唆された.効 果発現時間

につV、・て も尿路結石痛は,本 剤投与後15分 以内に83・7

%ま た30分 以内では実に9臥9%の 症例に鎮痛が得 られ

た.膀 胱切迫感において も同様に玉5分以内に6生0%,

30分以内では92.0%の 症例に効果 がみ られた.こ の結

果は折笠 らの報告 とほぼ一致 してお り14),本剤は きわ

めて速効性であると言える,こ れ はヒ トに本剤を投与

した時の活性成分 である フェル ピナ クの最 高血漿中濃

度到達時間は5～30分 であることでも裏付けられ ると

ともに15),製 剤学的に局所への集中性を高めた ことに

よるものと推定できた。 また鎮痛剤の効果 は当然のこ

となが らあ る程度の持続時間が要求 される.こ の点半

数以上の症例が本剤投与に よ り24時間以上効果が持続

していた.田 口らは癌性疹痛患者を対象に本剤の臨床

検討を行 った結果,効 果持続時間の平均は11.35時 間

であ り比較対照薬のpentazocine投 与群 よ り有意に

長か った と報告 している2),こ の様に,効 果持続 時間

からもみて も,十 分に 目的を達 して い る薬 剤 と言え

る.

本剤の副 作 用 として 重篤な ものはみ られな か った

が,4例 に血管痛を認めた もののきわめて軽度であっ

た.こ の他,熱 感 と静注中の視力軽度低下が各1例 あ

ったが,何 ら処置することな く消失 した.ま た1例 に

血圧の低下 がみ られたがす ぐに回復 した.こ れは疹痛

緩和にともな う一時的な血圧低下 とも考 えられ,本 剤

と無関係である可能性 もある.

現在尿路結石痛に対 し疹痛の緩和を 目的 として鎮痙

剤や鎮痛剤,PG生 合成抑制剤の坐薬または麻薬拮抗

性鎮痛剤が繁用されてほぼ満足で きる治療効果 を得て

いるが,そ れぞれ の薬剤が もつ薬理作用 と体内動態に

より,口 渇,眼 症状,心 悸充進な ど副作用の出現や,

効果発現の速効性に欠けた り,作 用時間や依存性の危

惧な どさまざまな好 ましくない問題 も持ちあわせてい

る.1.M・001は 強いPG生 合成 抑制作用を持つ フェ

ルピナクをエチルエステル化 して静脈内投与を可能に

し,か つ局所への集中性 と集積性を 目的 とす るため脂

肪乳剤に封入 させた特性が速効性 と効果持続性を示 し,

癌痛発作に 優れた 効果を 示 した もの と思わ れた.膀

胱切迫感 に対 して もLM・OO1は 尿路 結石痛 とほぼ 同

様 の満足すぺ き結果 が得 られた.こ れ まで膀胱切迫 感

に対 しては,カ ルシ ウム拮抗作用や抗 ムスカ リン作用

または抗神経作用を もつ薬剤によ り膀胱括約筋の収縮

を抑制し症状の緩和を得る薬理作用に依 っていたが,

本剤のよ うにPG合 成 抑制作 用を持つ薬 剤の有効性
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を確かめ ることができたため,今 後多角的な薬剤の選

択をす る可能性が生 まれた ものと思われた,

結 語

1.脂 肪乳剤にフェル ビナ クのエチルエステルを封

入 させたLM-OO1静 注剤 を尿路結石に よる疹痛 と膀

胱 ・前立腺手術後の膀胱切迫感に対す る有効性な らび

に安全性について検討 した.

2.尿 路結石 による疹痛に対 しては53例 中49例 に効

果がみ られた.有 効例49例 中41例 までが本剤投与15分

以内に効果が発現 した.ま た26例 において効果が24時

間以上持続 した.

3.膀 胱 ・前立腺手術後の膀胱切迫 感に対 しても29

例中25例 に効果がみ られた.有 効例25例 中16例 までが

15分以内に効果発現 した。また13例 において効果が24

時間以上継続 した.

4.副 作用 として血管痛,熱 感,視 力軽度低下,血

圧の一時低下がみ られたが,い ずれ もきわめて軽度で

何 ら処置す ることもな く短期間に消失 した.ま た,3

例に 白血球増多,1例 にAl-pの 上昇が みられた が,

その程度は軽度であ り,す ぐに正常化 した.

5.LM-eo1は 尿路結石に よる疹痛の緩和 と膀胱 ・

前立腺手術後の膀胱切迫 感に対 し,速 効性で高い有効

率を示 し,か つ作用時間が長い こと,ま た副作用がき

わめて少 ない ことか ら優れた薬剤と評価 し得た.
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